
第二朗読  使徒ペトロの手紙 一 1:3-9 

わたしたちの主イエス・キリストの父である神が、ほめたたえられますように。神は豊か 

な憐れみにより、わたしたちを新たに生まれさせ、死者の中からのイエス・キリストの復活 

によって、生き生きとした希望を与え、また、あなたがたのために天に蓄えられている、朽 

ちず、汚れず、しぼまない財産を受け継ぐ者としてくださいました。あなたがたは、終わり 

の時に現されるように準備されている救いを受けるために、神の力により、信仰によって守 

られています。それゆえ、あなたがたは、心から喜んでいるのです。今しばらくの間、いろ 

いろな試練に悩まねばならないかもしれませんが、あなたがたの信仰は、その試練によって 

本物と証明され、火で精錬されながらも朽ちるほかない金よりはるかに尊くて、イエス・キ 

リストが現れるときには、称賛と光栄と誉れとをもたらすのです。あなたがたは、キリスト 

を見たことがないのに愛し、今見なくても信じており、言葉では言い尽くせないすばらしい 

喜びに満ちあふれています。それは、あなたがたが信仰の実りとして魂の救いを受けている 

からです。 

福音朗読  ヨハネによる福音 20:19-31 

その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の 

戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」

と言われた。そう言って、手とわき腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。イ

エスは重ねて言われた。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしになったよ

うに、わたしもあなたがたを遣わす。」そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。

「聖霊を受けなさい。だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪で

も、あなたがたが赦さなければ、赦されないまま残る。」 

 十二人の一人でディディモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいな

かった。そこで、ほかの弟子たちが、「わたしたちは主を見た」と言うと、トマスは言った。

「あの方の手に釘の跡を見、この指を釘跡に入れてみなければ、また、この手をそのわき腹に

入れてみなければ、わたしは決して信じない。」さて八日の後、弟子たちはまた家の中におり、

トマスも一緒にいた。戸にはみな鍵がかけてあったのに、イエスが来て真ん中に立ち、「あな

たがたに平和があるように」と言われた。それから、トマスに言われた。「あなたの指をここ

に当てて、わたしの手を見なさい。また、あなたの手を伸ばし、わたしのわき腹に入れなさい。

信じない者ではなく、信じる者になりなさい。」トマスは答えて、「わたしの主、わたしの神

よ」と言った。イエスはトマスに言われた。「わたしを見たから信じたのか。見ないのに信じ

る人は、幸いである。」 

 このほかにも、イエスは弟子たちの前で、多くのしるしをなさったが、それはこの書物に書

かれていない。これらのことが書かれたのは、あなたがたが、イエスは神の子メシアであると

信じるためであり、また、信じてイエスの名により命を受けるためである。 

共同祈願  すべてのいのちを守るためのキリスト者の祈り 

 宇宙万物の造り主である神よ、 

あなたはお造りになったすべてのものをご自分の優しさで包んでくださいます。   

わたしたちが傷つけてしまった地球と、この世界で見捨てられ、 

忘れ去られた人びとの叫びに気づくことができるよう、 

一人ひとりの心を照らしてください。   

無関心を遠ざけ、貧しい人や弱い人を支え、 

ともに暮らす家である地球を大切にできるようわたしたちの役割を示してください。 

すべてのいのちを守るため、よりよい未来をひらくために、 

聖霊の力と光でわたしたちをとらえ、あなたの愛の道具として遣わしてください。 

すべての被造物とともにあなたを賛美することができますように。 

わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン。+ 


